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本
文
の
ね
ら
い

・
要
点

環
境
庁

の
付
帯
条
件
に
基
づ
い
て
継
続
さ
れ
て
い

る
北
海
道
の
調
査
結
果
は
、
多
く
が
工
事
を
前
提
と

し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
あ
り
、
環
境
影
響
評
価

に
つ
い
て
は
生
態
学
的
で
は
な
く
工
学
的
な
調
査
に

基
づ
い
て
影
響
の
少
な
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の

内
容
は
、
日
本
生
態
学
会

に
よ
る
決
議
と
は
全
く
逆

で
あ
り
、
環
境
影
響
評
価
上

の

「大
き
な
誤
魔
化
し
」

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

[

日
本
生
態
学
会
に
よ
る
決
議

昨
年
三
月
下
旬
、
札
幌
で
開
か
れ
た
日
本
生
態
学
会
第

四
四
回
大
会
の
総
会

に
お
い
て

「
道
道
士
幌
然
別
湖
線

(全
線
ト
ン
ネ
ル
案
)
の
建
設
中
止
に
関
す
る
要
望
書
」

が
決
議
さ
れ
た

(日
本
生
態
学
会

一
九
九
七
)
。

こ
の
要

望
書
は
そ
の
後
、
地
元
の
士
幌

・
上
士
幌

・
鹿
追

・
音
更

の
四
町
に
送
ら
れ
て
い
る
。
日
本
生
態
学
会
は
、

一
九
九

三
年
に

「駒
止

ル
ー
ト
案

の
中
止
を
求
め
る
要
望
書
」
を

決
議
し
て
い
る
が

(日
本
生
態
学
会

}
九
九
三
)
、
全
線

ト
ン
ネ
ル
案
に
変
更
さ
れ
て
も
自
然
保
護
上

の
大
問
題

で

あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
再
度
の
決
議
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
要
望
書
の
全
文
を
引
用
す
る
と
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

「本
学
会
は
、

一
九
九
三
年
四
月
三
日
の
第
四
〇
回
大

会
総
会
に
お
い
て
、
道
道
士
幌
然
別
湖
線

(士
幌
高
原
道

路
)
に
つ
い
て
建
設
計
画
中
止
の
要
望
を
決
議
し
た
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
道
路
予
定
地
及
び
そ
の
周
辺
は
低
標
高

に
も
か
か
わ
ら
ず
貴
重
な
高
山
性
の
動
植
物
が
見
ら
れ
、

特
異
な
生
態
系
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
、
具
体
例
を
あ
げ

て
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
然
別
湖

へ
の
到
達
に
は
既
存
の

道
路
を
使

っ
た
場
合
に
比
べ
て
十
五
分
程
度
の
時
間
短
縮

に
し
か
な
ら
な
い
こ
と
、
本
道
路

の
建
設
が
豊
富
な
動
植

物
の
生
息
地
や
生
育
地
を
破
壊
、
分
断
す
る
こ
と
に
な
る

こ
と
、
そ
し
て
道
路
予
定
地
に
は
貴
重
な
自
然
が
残

っ
て

お
り
、
特

に
保
存
の
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

当
時

の
道
路
計
画
は

一
部
を
ト
ン
ネ
ル
と
す
る

「駒
止

ル
ー
ト
案
」
で
あ

っ
た
が
、
現
在

の
道
路
計
画
は
、
こ
れ

よ
り
ル
ー
ト
を
僅
か
に
ず
ら
し
た

「全
線
ト
ン
ネ
ル
案
」

と
し
て
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
全
線
ト

ン
ネ
ル

案
」
を
推
進
す
る
理
由
と
し
て
、
ト
ン
ネ
ル
で
あ
れ
ば
地

上

の
貴
重
な
自
然

へ
の
影
響
が
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
本
地
域
は
日
本
最
大
級
の
風
穴
地
帯
で
あ
り
、
道
路
予

定
地
の
山
腹

に
穴
を
あ
け
る
こ
と
自
体
が
大
き
な
自
然
破

壊
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
地
表

へ
の
直
接
的
な

改
変
が
少
な
い
理
由
で
、
「全
線
ト
ン
ネ

ル
案
」
を
環
境

へ
の
影
響
が
よ
り
少
な
い
案
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

地
表
の
風
穴
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
地
表
だ
け
で
は
な

く
地
下
の
状
態
も
考
慮
す
べ
き
対
象
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
地
域
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
掘
削
は
、
地
下
内
部
か
ら

地
表

へ
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
高
い
。
掘
削
工

事
そ
の
も
の
に
よ
る
騒
音
、
振
動
、
冷
気
の
対
流
や
地
下

水
系

へ
の
影
響
、
火
山
活
動
の
誘
発
、
温
泉
湧
出
な
ど
、

そ
し
て
完
成
後
ま
で
続
く
排
気
ガ

ス
や
温
風
の
影
響
な
ど
、

風
穴
地
帯
全
体

へ
の
影
響
は
測
り
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、

極
め
て
貴
重
な
生
態
系
が
存
在
す
る
地
域
で
の
ト
ン
ネ
ル

工
事
は
、
環
境
保
全
上
、
強
く
危
惧
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。

道
路
予
定
地
は
、
低
標
高
で
あ
り
な
が
ら
、

エ
ゾ
ナ
キ

ウ
サ
ギ
の
日
本
最
大
級
の
生
息
地
で
あ
り
、

ハ
イ

マ
ツ
ー

コ
ケ
モ
モ
群
落
を
代
表
と
す
る
日
本
最
大
級
で
国
内
無
二

の
多
様
な
風
穴
植
生
が
発
達
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、

さ
ら
に
第
四
〇
回
大
会
以
降
に
新
種
と
し
て
記
載
さ
れ
た
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マ
ツ
ダ
タ
カ
ネ
オ
ニ
グ
モ
を
初
め
と
し
て
、
エ
ゾ
オ
コ
ジ

ョ
、

シ

マ
フ
ク
ロ
ウ
、
ク
マ
ゲ
ラ
、
キ

ン
メ
フ
ク

ロ
ウ
、
カ
ラ

フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
、

ラ
ウ
ス
オ
サ
ム
シ
な
ど

の
希
少
種
が

豊
富

で
あ
り
、
自
然
保
護

の
上
で
新
た
に
重
視
さ
れ
て
い

る
生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
も
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
る
。

日
本
生
態
学
会
は
、
た
と
え

「
全
線
ト
ン
ネ
ル
案
」

で

あ

っ
て
も
、

こ
の
貴
重
な
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
高

い
道
道
士
幌
然
別
湖
線
の
建
設
計
画
中
止
を
強
く

要
望
す
る
。
以
上
、
決
議
す
る
。
」

以
上

の
決
議
で
は
、
道
路
予
定
地
の
自
然
が
非
常
に
高

く
評
価
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
ト
ン
ネ
ル
で
あ

っ
て
も
種
々

の
影
響
が
強
く
危
惧
さ
れ
、
し
か
も
測
り
が
た
い
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
然
の
評
価

は
高
く
、
環
境
影
響
評
価
は
悪
影
響
が
強
く
危
惧
さ
れ
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
両
面
か
ら
道
路
建
設
計
画
を
中
止
す
べ

き
と
決
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二

自
然
へ
の
種
々
の
影
響
を
否
定
し
た
調
査
報
告
書

一
九
九
五
年
五
月
三
〇
日
の
環
境
庁
自
然
環
境
保
全
審

議
会
に
よ
る
答
申
の
際
、
次
の
付
帯
条
件
が
付
け
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
①
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
の
地
形
、
地
質
に
は
未

解
明
な
部
分
が
多
く
、
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
て
慎
重

な
調
査
検
討
を
行
な
う
、
②
工
事
に
よ
る
環
境

へ
の
影
響

と
供
用
後
の
排
ガ
ス
の
影
響
を
十
分
調
査
し
、
必
要
な
対

策
を
講
じ
る
、
③
然
別
湖
畔
は
優
れ
た
自
然
環
境
で
あ
り
、

利
用
施
設
の
整
備
に
は
慎
重
な
配
慮
を
す
る

こ
と
の
三
点

で
あ

っ
た
。

北
海
道
は
こ
れ
ら
の
付
帯
条
件
に
基
づ
い
て
、
平
成
七

年
度
か
ら
種
々
の
調
査
を
継
続
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
容

は
不
明
の
ま
ま
で
あ

っ
た
。
昨
年
、
十
勝
自
然
保
護
協
会

の
及
川
会
長
と
北
海
道
自
然
保
護
協
会
の
市
川
理
事
は
、

情
報
公
開
に
よ

っ
て
得
た
北
海
道
に
よ
る
報
告
書

(平
成

七
～
八
年
度
分
の
九
篇
)
を
私
に
精
読
す
る
よ
う
依
頼
し

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
九
篇
を
読
ん
だ
結
果
、
総
体
的
な
結

論
と
し
て
、
北
海
道
に
よ
る
調
査
は
、
自
然
の
評
価
と
環

境
影
響
評
価
に
つ
い
て
日
本
生
態
学
会
の
決
議
内
容
と
は

全
く
逆
の
結
論
を
導
い
て
い
る
。
ま
ず
、
特
に
問
題
と
思

わ
れ
る
二
編
の
報
告
書
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

(
一
)
「平
成
八
年
度
士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

(地
質
調
査
)
報
告
書
」
(平
成
八
年

一
〇
月
)

こ
の
報
告
書

の
目
的
は
、
第

一
に

「
平
成
七
年
度

に
両

坑
口
で
掘
削
し
た
水
平
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
を
利
用
し
た
孔
内

観
測
を
実
施
し
、
計
画
ト
ン
ネ
ル
周
辺
で
の
永
久
凍
土
、

地
下
氷
お
よ
び
地
山
中
の
空
気
の
流
動

(風
穴
現
象
)
有

無
を
検
討
す
る
た
め

の
資
料
と
す
る
こ
と
」
、

第

二

に

「計
画
ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
地
質
解
析
を
実
施

し
、
計
画
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の
地
質
状
況
推
定
、
恒
常
的
地

下
水
存
在
の
有
無
、
計
画
ト
ン
ネ
ル
地
山
中
心
部
に
お
け

る
高
温
体
の
存
在
、

ト
ン
ネ
ル
建
設
時

の
風
穴

へ
の
影
響

を
検
討
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
結

果
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

第

一
の
目
的
に
関
す
る
孔
内
温
度

に
つ
い
て
は
、
士
幌

側
孔
内
の
す

べ
て
の
箇
所

で
四
度
以
上
、
鹿
追
側

(然
別

湖
側
)
孔
内
で
は
深
度
三
メ
ー
ト
ル
の
結
果
を
除
く
と
す

べ
て
の
箇
所
で
二
度
以
上
、
深
度
三
メ
ー
ト
ル
地
点
に
関

し
て
は
四
月
二
四
日
以
降
は
○
度
以
上
で
あ
り
、
士
幌
側

の
深
度

一
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
、
鹿
追
側
の
深
度
三
メ
ー
ト

ル
お
よ
び

一
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
の
孔
内
温
度
は
外
気
の
温

度
変
化
に
追
随
し
た
。
各
深
度
に
お
け
る
月
平
均
の
孔
内

温
度
の
変
化
は
、
鹿
追
側
の
深
度
三
メ
ー
ト
ル
地
点
を
除

く
と
、
○

・
五
度
程
度
の
変
動
で
あ

っ
た
。
各
月
の
平
均

孔
内
温
度
は
、
孔
口
付
近
を
除
く
と
、
士
幌
側
で
は
深
度

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
約
四

・
五
～
五
度
、
鹿
追
側
で
は
深

度
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
八
○
メ
ー
ト
ル
お
よ
び

一
五
〇
メ
ー

ト
ル
で
約
二

・
二
～
二

・
三
度
の
最
低
値
を
示
し
た
。
な

お
、
孔
内
で
微
風
速
が
発
生
し
て
い
な
い
と
記
述
さ
れ
、

一
方
で
明
記
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
記
述
内
容
か
ら
判

断
す
る
と
、
士
幌
側
と
鹿
追
側
の

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
ボ
ー

リ
ン
グ
孔
内
で
は
永
久
凍
土
や
風
穴
現
象
が
な
い
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
の
目
的

に
関
し
て
、
計
画
ト
ン
ネ
ル
周
辺
に
分
布

す
る
地
質

の
状
況

(亀
裂
状
況
、
岩
盤
の
硬
軟
、
風
化
状

況
な
ど
)
を
既
往
調
査
結
果
を
も
と
に
推
定
し
て
い
る
。

既
往
調
査
結
果
と
し
て
、
帯
広
土
木
現
業
所
に
よ
る
以
下

の
文
献
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
昭
和
六
三
年
度
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査

(士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査
)
、
昭
和
六

三
年
六
月
」
、
「平
成
五
年
度
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

(士
幌
然

別
湖
線
道
路
事
業
調
査

(地
下
水
調
査
)
、
平
成
六
年
三

月
」
、
「
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
内
観
測

(士
幌
然
別
湖
線
道
路
事

業
調
査

(地
下
水
調
査
)
、
平
成
六
年

一
〇
月
」
、
「
士
幌

然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

(地
下
水
観
測
外
)、

平
成
七

年
二
月
」
、
「士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

(地
質
調
査
)

報
告
書
、
平
成
八
年

一
月
」
、
「平
成
年
七
度
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査

(士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

(地
質
調
査
そ
の

二
)
、
平
成
八
年
三
月
」
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら

に
よ
る

推
定
を
概
略
的
に
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
内
容
が
書
か
れ

て
い
る
。

比
抵
抗
値
と
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の
地
山
部
の
地
質
状
況
の

関
係
と
し
て
、
比
抵
抗
値
が

一
万
か
ら
五
万
の
値
の
領
域

で
は
岩
盤
状
況
が
全
体
に
亀
裂
が
発
達
し
、
脆
弱
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
、
恒
常
的
地
下
水
位
が
存
在
し
な
い
こ
と
、

千
か
ら

一
万
の
値
の
領
域
で
は
比
較
的
良
好
な
箇
所
と
亀

裂
質
～
脆
弱
な
箇
所
が
混
在
す
る
が
、
恒
常
的
な
地
下
水

位
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
七
百
か
ら
千
の
値
の
領

域
で
は
比
較
的
良
好
な
箇
所
が
主
体
と
な
り
、
恒
常
的
な
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地
下
水
位
が
存
在
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

こ

れ
ら
の
層
厚
は
記
述
の
順
序

で

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
、

約
五
〇
～
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
お
よ
び
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
上

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
以
上

の
三
区
分
さ
れ
る
岩
質
が
計

画
ト
ン
ネ
ル
の
ど
の
部
分
に
分
布
す
る
か
想
定
さ
れ
、
以

下
の
よ
う
な
環
境
影
響
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

恒
常
的
地
下
水
位
が
想
定
さ
れ
る
部
分
と
士
幌
側
湧
水

地
点
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
計
画
ト
ン
ネ
ル
が
恒
常
的
地

下
水
位
を
切
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
地
下
水
面
積
が
局
部
的
で
あ
る
か
ら
地
下
水
位

が
低
下
し
て
も
流
出
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
地
表
面
か

ら
の
土
被
り
は

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
は
有
す

る
こ
と
か

ら
土
壌
水

(表
流
水
)

へ
の
影
響
も
な
い
と
考

え
ら
れ
、

周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
計
画
ト
ン
ネ
ル
が
然
別
湖

の
集
水
域
を

一

部
通
過
す
る
が
、
ト
ン
ネ
ル
が
恒
常
的
地
下
水
位
よ
り
高

い
位
置
に
な
り
、
土
被
り
が
五
〇

メ
ー
ト
ル
程
度
を
有
す

る
た
あ
地
表
流

に
対
す
る
影
響
も
少
な
い
こ
と
か
ら
然
別

湖
の
水
位

へ
の
影
響
は
問
題
な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

さ
ら
に
高
温
体
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
地
表
部

に
お
け

る
高
温
部
の
存
在
ま
た
は
水
蒸
気
や
火
山
性
ガ
ス
の
噴
出

は
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
、
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
内
温
度
観
測
で

は
高
温
部
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
ボ
ー
リ
ン
グ

コ
ア
は
す

べ
て
非
変
質

で
あ
る
こ
と

(熱
水
変
質
が
な

い
こ
と
)
、

熱
水
が
上
昇
す
る
よ
う
な
断
層
破
砕
帯

の
存
在
は
比
抵
抗

分
布
か
ら
認
あ
ら
れ
な
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
表
層
部
の
地
質
状
況

に
つ
い
て
は
、
地
山
部
に

存
在
し
な

い
空
洞

・
空
隙
を
含
ん
だ
岩
礫
地
や
岩
塊
問
が

土
砂
で
充
填
さ
れ
て
い
る
領
域
な
ど
が
含
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
山
部

の
も
の
と

一
致
し
な
い
。
比
抵
抗
値
は
七
千

～
五
万
ま
で
の
広
い
範
囲
に
あ
り
、
明
瞭
な
空
洞
を
有
す

る
岩
塊
地

で
は
約
二
万
以
上

の
値
を
示
す
。

そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
層
厚
は
地
表
部
か
ら
最
大

一
〇
～

一
五
メ
ー
ト
ル

と
判
断
さ
れ
る
と
い
う
。

右
記
と
関
連
し
た
計
画
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の
風
穴
の
存
在

と
そ
れ
に
対
す
る
影
響
に

つ
い
て
は
、
計
画
ト
ン
ネ
ル
終

点
側

(鹿
追
側
)
の
ト
ン
ネ
ル
ク
ラ
ウ
ン
付
近

に
お
け
る

ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
、
空
隙
が
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
、
二

万
以
上
の
高
比
抵
抗
帯

で
も
空
気
が
対
流
す
る
よ
う
な
空

洞
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
空
気
の
対
流
が
観
測
さ
れ
な
い

こ
と
、
冷
え
た
岩
盤
が
存
在
せ
ず
、
凍
結
し
た
区
間
が
確

認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ

て
、
終
点
側

(鹿
追
側
)
の
ト
ン
ネ
ル
ク
ラ
ウ
ン
付
近
に

は
風
穴
は
存
在
し
な
い
た
あ
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
対
し
て

風
穴
現
象

へ
の
影
響
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

(二
)
「平
成
八
年
度
士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

(地
質
調
査
そ
の
三
)
報
告
書
」
(平
成
九
年
三
月
)

こ
の
報
告
書
は
、
平
成
七
年
度

に
掘
削
し
た
水
平
ボ
ー

リ
ン
グ
孔
内
で
孔
内
温
度
お
よ
び
孔
内
微
風
速
を
観
測
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
計
画
ト
ン
ネ
ル
周
辺
で
の
永
久
凍
土
、

地
下
氷
お
よ
び
地
山
中

の
空
気
の
流
動

(風
穴
現
象
)
有

無
を
検
討
す
る
た
め
の
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
内
容
的
に
前
述
の
報
告
書
と
重

な

っ
て
お
り
、
す
で
に
概
説
し
た
通
り
の
孔
内
温
度
と
微

風
速
の
観
測
結
果
に
よ
り
、
計
画
ト
ン
ネ
ル
の
起
終
点
両

坑

口
で
行
な
わ
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
周
辺
で
は
永
久
凍
土

や
地
下
氷
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
微
風
速
は
観
測
さ
れ
な

か

っ
た
こ
と
よ
り
空
気
の
対
流

(風
穴
現
象
)
な
ど
は
発

生
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か

っ
た
と
い
う
。

三

二
篇
の
報
告
書
に
対
す
る
反
論

前
述

の
二
篇
の
報
告
書
は
、
両
坑
口
予
定
地
付
近
の
ボ
ー

リ
ン
グ
結
果
と
全
ル
ー
ト
上

の

「比
抵
抗
探
査
」

の
結
果

を
併
せ
て
、
全
ル
ー
ト
上
の
地
質
を
推
定
し
、
種
々
危
惧

さ
れ
て
い
る
影
響
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
否
定
し
て
い
る
た

め
、
「大
変
な
も
の
」

で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
二
篇

の
報
告
書
は
、
同
時
に
重
大
な
欠
点
を
持

っ
て
い
る
の
で
、

以
下
に
反
論
を
試
み
る
。

第

一
に
、
報
告
書
で
は
、
風
穴
や
永
久
凍
土
の
存
在
を

工
学

(地
質

・
地
形
学
)
的
に
否
定
し
て
い
る
が
、
ナ
キ

ウ
サ
ギ
、
高
山
植
物
、
ミ
ズ
。コ
ケ
類
な
ど
、
地
上
の
生
物

へ
の
影
響
は
全
く
調
査
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
生
態

学
会
が
指
摘
し
た
工
事
中
の
騒
音
や
振
動
が
ナ
キ
ウ
サ
ギ

に
与
え
る
影
響
は
、
全
く
調
査
さ
れ
て
い
な
い
。
風
穴
の

高
山
植
物
や
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
に
対
し
て
も
、
ど
の
程
度
影
響

が
な
い
の
か
、
全
く
調
査
さ
れ
ず
予
測
も
行
な
わ
れ
て
い

な
い
。
報
告
書
で
は
、

一
見
科
学
的
推
論
を
行
な

っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
工
学
的
な
調
査
を
主
と
し
て
、
生

物

へ
の
生
態
学
的
な
影
響
に

つ
い
て
は
全
く
調
査
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

環
境
庁

の
付
帯
条
件

で
言
え
ば
、
①
を
工
学
的
に
の
み

調
べ
た
が
、
②
に

つ
い
て
は
調
査
し
て
い
な
い
こ
と
に
な

る
。
こ
の
こ
と
は
、
最
も
根
本
的
な
問
題
点
で
あ
る
。
地

上
の
特
異
な
生
物
と
関
係
す
る
風
穴
現
象
は
、
工
学
的
観

点
だ
け
で
は
な
く
、
地
上
の
生
物
を
主
体
と
し
て
生
態
学

的
に
調
査
さ
れ
、
生
物

へ
の
影
響
が
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
二
篇

の
報
告
書
は
、
直
接
的

に
は
ト
ン
ネ
ル

坑
口
付
近
に
集
中
し
た
調
査
結
果
に
よ
り
、
残
る
大
半
の

部
分
は
間
接
的
な
推
定
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
信
頼

性
が
高
い
と
は
言
え
な
い
。
す
で
に
、
土
木
学
会
岩
盤
力

学
委
員
会

(
一
九
九
四
)
は

「
ト
ン
ネ
ル
は
掘

っ
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
部
分
を
多
く
残
し
て
掘
り
進
め
る
の
で
、

い
ず
れ
の
手
法
に
基
づ
い
て
行
な

っ
た
場
合
で
も
、
事
前

設
計
の
信
頼
度
と
そ
の
信
頼
度
が
低
下
す
る
背
景
を
十
分

32



認
識
す
べ
き
」
旨
を
明
言
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
工

学
的
観
点
だ
け
で
も
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
で
は
内
部

の
地
質

状
況
な
ど
を
十
分
把
握
で
き
な
い
の
で
、
内
部
か
ら
地
表

の
生
物

へ
の
影
響
が
少
な
い
と
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
報
告
書
で
は
風
穴
の
捉
え
方
が
大
き
く
誤

っ

て
い
る
。
ま
ず
、
筆
者
は
各
地
の
風
穴
植
生
を
紹
介
し
て

き
た
が

「
風
穴
地
に
は
凍
土

(永
久
凍
土
や
季
節
的
凍
土
)

が
あ
る
場
合
か
ら
、
認
め
ら
れ
な
い
場
合
ま

で
種
々
の
状

態
が
含
ま
れ
る
こ
と
」
を
指
摘
し
て
き
た

(
佐
藤

一
九
九

四
、
佐
藤

・
紺
野

一
九
九
七
)。
し
た
が

っ
て
、
地
温
が

○
度
以
上

で
あ
る
地
点
で
あ

っ
て
も
、
風
穴

地
帯
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
な
こ
の
山
域
に
お
い
て
、
し
か
も
明
ら
か

な
風
穴
地

に
近
接
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
地

点
が
風
穴
地

で
な
い
と
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
報
告
書

で
は
、
然
別
湖
側
の
ト
ン
ネ

ル
ク
ラ
ウ
ン

付
近
に
は
風
穴
が
な
い
と
断
定
し
て
い
る
の
で
、
永
久
凍

土
や
地
下
氷
が
あ
る
極
端
な
と
こ
ろ
だ
け
を
風
穴
と
限
定

し
て
い
る
。
貴
重
な
自
然
を
非
常

に
狭
く
限
定

す
る
こ
と

は
、
以
前
か
ら
の
北
海
道

(
一
九
八
七
、

一
九

八
八
)
に

よ
る
環
境
影
響
評
価
書
と
同
様

に
全
く
誤

っ
た
手
法

で
あ

る
。
報
告
書

で
扱

っ
た
小
面
積
が
た
と
え
永
久
凍
土
が
な

く
、
風
穴

で
な
い
と
断
定
し
て
も
、
ミ
ズ
ゴ

ケ
類
や
高
山

植
物
が
生
育
し
ナ
キ
ウ
サ
ギ
が
生
息
す
る
自
然

で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
の
山
域
の
自

然
全
体
、
風
穴
地
帯
に
含
ま
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
報
告
書
で
は
微
風
速
や
空
気
の
対
流
を
測
定
し
、

そ
れ
が
確
認
さ
れ
な
い
か
ら
風
穴
現
象
が
な

い
と
結
論
づ

け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
風
穴
に
お
け
る
対
流
説

(荒
谷

一
九
二
〇
、
江
川
ほ
か

一
九
八
○
)
を
採
用
し

た
と
判
断

で
き
る
。
も
し
も
こ
の
仮
説
、
ま
だ
証
明
さ
れ

て
い
な
い

仮
説
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、
風
穴
地
帯
で
は
周
辺
地
域
の

地
温
が
高
い

「温
風
穴
」
も
地
温
が
低
い

「冷
風
穴
」
に

影
響
す
る
場
所
と
し
て
重
視
さ
れ
、
そ
れ
を
含
あ
て
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
風
穴
を
永
久
凍

土
や
地
下
氷
が
あ
る
場
所

に
限
定
す
る
こ
と
と
対
流
説

の

採
用
は
相
矛
盾
す
る
の
で
、
二
篇
の
報
告
書

に
お
け
る
風

穴
の
捉
え
方
は
明
ら
か
に
誤

っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
二
篇
の
報
告
書
で
は
、
環
境
庁
の

付
帯
条
件
で
求
め
ら
れ
た
貴
重
な
自
然

へ
の
影
響
を
十
分

調
査
し
評
価
し
た
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
も
果

た
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
、
報
告
書
の
よ

う
に

「
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
自
然

へ
の
影
響
が
非
常
に
少
な

い
」
と
断
定
す
る
こ
と
は
、
「大
き
な
誤
魔
化
し
」

と
し

か
考
え
ら
れ
な
い
。

四

工
事
を
前
提
に
し
た
、
工
事
中
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

目
的
と
し
た
調
査
報
告
と
そ
れ
ら
に
対
す
る
反
論

北
海
道
が
環
境
庁
自
然
環
境
保
全
審
議
会

の
付
帯
条
件

に
基
づ
い
て
平
成
七
～
八
年
度
分
を
ま
と
め
た
九
編
の
報

告
書

の
う
ち
、
七
編

の
報
告
書
は
、
種
々
の
現
状
調
査
報

告

で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
四
篇
が
影
響
評
価
で
は

な
く
、
工
事
を
前
提
と
し
た

「
工
事
中
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」

を
目
的
に
挙
げ

て
い
る
。
四
編
の
報
告
書
を
中
心
に
そ
れ

ぞ
れ
の
概
要
を
述

べ
、
反
論
を
試
み
よ
う

(
一
)
「
平
成
七
年
度
士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

環
境
調
査
報
告
書
」
(平
成
七
年

一
二
月
)

こ
の
報
告
書
は
、
道
路
建
設
に
よ
る
周
辺
環
境

へ
の
影

響
を
最
小
化
す
る
観
点
か
ら
、
長
大
ト
ン
ネ
ル
案
を
採
用

す
る
こ
と
と
な

っ
た
と
い
う
、
道
路
計
画
上
の
主
旨
を
踏

ま
え
て
、
ト
ン
ネ
ル
坑
口
周
辺
等
の
環
境
を
適
切
に
保
全

す
る
た
め
、
現
状
把
握

(
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
し
て
の
現
状

把
握
を
含
む
)
及
び
事
例
調
査
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
の
調
査
と
し
て
動
植
物
に
関
す
る
合
計
五
項
目
を

挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
結
果
と
結
論
を
述
べ
て
い
る
。

第

一
の
調
査
項
目
と
し
て
、
鹿
追
側
坑
口
か
ら
斜
面
上

方

へ
幅
五
メ
ー
ト
ル
、
延
長
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
帯
状

区
を
設
け
た
森
林
植
生

の
調
査
結
果
、
ギ

ャ
ッ
プ
を
介
在

し
な
が
ら
ア
カ
エ
ゾ

マ
ッ
、
ト
ド
マ
ツ
及
び
ダ
ケ
カ
ン
バ

を
そ
れ
ぞ
れ
主
体
と
し
た
林
分
が
、
林
床
の
コ
ケ
型
、
低

木
型
、
中
間
型
と
結
び

つ
き
な
が
ら
帯
状
に
出
現
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
岩
礫
の
多
少

(土
壌
の
堆
積
状
況
)

と
密
接
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
斜
面
下
部

と
斜
面
の
平
坦
部
で
は
土
壌
が
発
達
し
、
斜
面
上
部
と
急

斜
面
で
は
土
壌
が
薄
い
こ
と
は
、

一
定
の
土
壌
層
を
必
要

と
す
る
サ
サ
類
が
斜
面
下
半

に
、
し
か
も
量
的
に
少
な
い

こ
と
と
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

こ
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
何
の
た
め
の
調
査
か
、
結
論

と
し
て
何
を
言
い
た
い
の
か
具
体
的
に
明
記
さ
れ
て
い
な

い
。
お
そ
ら
く
、
工
事
中

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
現

状
把
握
を
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第
二
の
項
目
と
し
て
、
鹿
追
側
ト
ン
ネ
ル
坑
口
の
森
林

植
生

に
類
似
し
て
い
る
三
箇
所
を
選
定
し
、
道
路
の
建
設

に
よ
る
森
林
植
生

へ
の
影
響
を
事
例
的
に
調
査
し
て
い
る
。

ト
ン
ネ
ル
坑
口
周
辺
等

ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
林
の
事
例
調
査
で

は
、
坑
口
あ
る
い
は
路
端
か
ら
の
植
生
変
化
を
連
続
的
に

把
握
す
る
た
め
森
林
構
造
や
林
床
植
生
を
把
握
す
る
た
め

の
帯
状
区
調
査
を
行
な

っ
た
結
果
、
サ
サ
類
の
密
度
分
布

に

一
定
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
枯
損
木
は
樹
林

内
の
競
争
下
で
生
じ
た
も
の
が
ほ
と
ん
で
あ
る
こ
と
、
ツ

ル
性
木
本
類
は
ほ
と
ん
ど
出
現
し
な
い
こ
と
、
林
縁
部
の

樹
形
は
特
に
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
林
床
植
生

の

組
成
は
帰
化
植
物
や
広
分
布
種
の
路
端
か
ら
の
侵
入
が
林

内

一
〇
メ
ー
ト
ル
や
五
メ
i
ト
ル
に
止
ま
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
道
路

(ト
ン
ネ
ル
)
の
森
林

へ
の
影
響
範
囲
は

一
〇

メ
ー
ト
ル
程
度
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
。
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こ
の
項
目

で
は
、
極
め
て
危
険
な
結
論
を
導

き
出
し
て

い
る
。
ト
ン
ネ
ル
が
、
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
林
と
密
接
に
関
連

す
る
ナ
キ
ゥ
サ
ギ
生
息
地
や
風
穴
地
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
す
か
、
種

々
の
危
惧
が
出
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し

て
、
既
存
の
オ
ー
プ
ン
な
道
路
や
短
い
ト
ン
ネ

ル
に
お
い

て
、
森
林
植
生
そ
の
も
の
へ
の
影
響
は

一
〇
メ
ー
ト
ル
離

れ
る
と
少
な
く
な
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
の
結
論
は
、

調
査
地
が
ナ
キ
ウ
サ
ギ
生
息
地
や
風
穴
地

で
あ
る
か
は
明

記
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
は
非
科
学
的

な
結
論
と
な
る
。

第
三
の
項
目
と
し
て
、
道
路
の
建
設

(ト
ン
ネ
ル
の
掘

削
)
に
よ
る
風
穴
植
生

へ
の
影
響
を
長
期
的

に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
調
査

で
は
、

「
ト
ン
ネ
ル
坑

口
あ
る
い
は
道
路
中
心
線

(
ト

ン
ネ
ル
区

間
)
に
近
接
し

て
位
置
す
る
典
型
的
な
風
穴
植
生
の
分
布

地
」
を
基
本
方
針
と
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
地
点

が
設
け
ら

れ
、
鹿
追
側
坑
口
周
辺
に
二
箇
所
選
定
さ
れ
て
い
る
。
調

査
地

一
は
、
坑
口
か
ら
約
四
〇

メ
ー
ト
ル
、
中
心
線
か
ら

約

一
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
約
八
四
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
、

調
査
地
二
は
、
調
査
地

一
の
上
方
約
二
〇

メ
ー
ト
ル
、
中

心
線
か
ら
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離

に
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ

九
月

一
日
の

一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
地
温
は
、
調
査
地

一

で
は

一
・
五
～

マ
イ
ナ
ス
ニ

・
五
度
、
調
査
地
二
で
は
四

・

○
～
四

・
五
度
で
あ

っ
た
と
い
う
。
林
床
に
着
目
す
る
と
、

風
穴
は
サ
サ
型
で
は
な
く
、
低
木
型
、

コ
ケ
型
と
関
連
し

て
い
た
。
さ
ら
に
ホ
ソ
バ
ミ
ズ
ゴ
ケ
な
ど

一
五
種
の
蘇
苔

類

・
地
衣
類

の
リ
ス
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
調
査

に
つ
い
て
最
も
不
思
議
な
の
は
、

「
風
穴
植

生

へ
の
影
響
は
事
前
で
は
な
く
、
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
し
て

か
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

こ
の

調
査
は
ま
た
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
地
点
と
坑
口
が
近
接
す
る

こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
、
前
も

っ
て
風
穴
と
そ
こ
の
生
物

へ
の
影
響
を
予
測
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
四
の
項
目
と
し
て
、
道
路

の
建
設
及
び
供
用
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

一
環
と
し
て
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
現
況
の

生
息
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
鹿
追

側
坑
口
付
近
、
標
高
八
四
〇
～
八
七
〇
メ
ー
ト
ル
に
お
い

て
生
息
数
と
痕
跡
を
定
量
的
に
把
握
す
る
た
め
、

一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
四
方

の
大
き
さ
の
調
査
地
を

一
〇
メ
ー
ト
ル
四

方

の
メ

ッ
シ
ュ
に
細
分
し
て
、
鳴
き
声
や
痕
跡

(糞
、
貯

食
)
を
確
認
し
た
結
果
、
調
査
区
と
そ
の
縁
辺
に
は
二
、

三
頭
の
ナ
キ
ウ
サ
ギ
が
生
息
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
第
五
の
項
目
と
し
て
、
士
幌
側
ト
ン
ネ

ル
坑
口
付
近
、
標
高
七
二
〇
～
八
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
お
け

る
鳥
類
調
査
が
な
さ
れ
、
特

に
着
目
す
べ
き
鳥
類
は
確
認

さ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
動
物
に
関
す
る
項
目

に
つ
い
て
は
、

コ
メ
ン
ト
を
省
略
す
る
。

(二
)
「平
成
八
年
度
士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

(
環
境
調
査
)
報
告
書
」
(平
成
九
年
三
月
)

こ
の
報
告
書
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
に
よ
る
周
辺
風
穴

へ
の
影
響
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
、
風
穴
地
及
び
そ

の
周
辺
に
お
け
る
地
温
等
を
継
続
的

に
測
定
し
、
デ
ー
タ

を
集
積
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
調
査
地
は
、
鹿

追
側
ト
ン
ネ
ル
坑
口
箇
所
と
計
画
さ
れ
て
い
る
旧
道
法
面

上
の
斜
面
に
お
い
て
、
道
路
仮
中
心
線
上
に
三
地
点
、
西

側
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
に
二
地
点

の
合
計
五
地
点

で
の

気
温
、
地
温
、
湿
度
、
日
射
量
を
測
定
し
て
い
る
。

こ
の

報
告
書
は
、

コ
ピ
ー
を
重
ね
た
厚
さ
が
約
六
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
膨
大
な
測
定
項
目

の
実
測
値
を
羅
列
し
て
い

る
。こ
の
報
告
書
は
、
坑
口
に
近
接
し
て
明
ら
か
な
風
穴
が

あ
る
こ
と
を
暗
に
示
し
て
お
り
、
風
穴
へ
の
影
響
を
前
も

っ

て
調
べ
る
の
で
は
な
く
、
道
路
開
削
を
前
提
と
し
て
将
来

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
あ
の
観
測
を
始
め
て
い
る
。
こ
の

調
査
は
、
も
し
も
影
響
が
生
じ
た
な
ら
何
ら
か
の
措
置
を

す
る
か
ら

(現
時
点
で
は
い
ず
れ
も
分
か
ら
な
い
)
、
影

響
を
最
小
限
に
し
て
工
事
が
で
き
る
と
い
う
、
ア
セ
ス
の

悪
い
論
法
を
背
景
に
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

(
三
)
「平
成
八
年
度
士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

(
環
境
調
査
そ
の
二
)
報
告
書
」
(平
成
八
年
八
月
)

こ
の
報
告
書
は
、
①
ナ
キ
ウ
サ
ギ
調
査
と
し
て
、
道
路

建
設
お
よ
び
供
用
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査

の

一
環
と
し
て
生
息
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
、
②

鳥
類
調
査
と
し
て
、
士
幌
側
ト
ン
ネ
ル
坑
口
付
近
の
鳥
類

相
の
把
握
を
す
る
こ
と
、
③
カ
ラ
フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
調
査

と
し
て
、
鹿
追
側
ト
ン
ネ
ル
坑
口
付
近
で
カ
ラ
フ
ト
ル
リ

シ
ジ
ミ
の
食
草

で
あ
る
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
及
び

コ
ケ
モ
モ
が

確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
生
育
場
所
で
の
カ
ラ
フ
ト

ル
リ
シ
ジ
ミ
の
生
息

の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

①
ナ
キ
ウ
サ
ギ
調
査

で
は
、
平
成
七
年
の
調
査
区
範
囲

を
北
側
と
西
側
に
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
メ
ー
ト
ル
ず

つ
広
げ
、

一
二
〇

メ
ト
ル
四
方
と
し
て
、
鳴
き
声
と
痕
跡
を
調
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
鳴
き
交
わ
し
な
ど
の
調
査
か
ら
個
体
数

は

一
頭
と
推
定
さ
れ
、
確
認
場
所
は
新
た
に
広
げ
た
場
所

に
は
確
認
さ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
帯
広
畜
産
大
学
の
小
野

山
敬

一
教
授
と
小
島
望
氏

の
調
査
に
よ
り
、
調
査
地
直
下

の
鹿
追
側
坑
口
予
定
地
そ
の
も
の
に
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
生
息

が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。

②
鳥
類
調
査

で
は
、
士
幌
側
坑
口
予
定
地
を
含
む
既
設

区
間
ニ
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
お
け
る
ラ
イ
ン
セ
ン
サ

ス
を
行
な

っ
た
結
果
、
林
縁
種
や
森
林
性
種
に
よ
っ
て
占

め
ら
れ
、
着
目
す
べ
き
種
は
含
ま
れ
ず
、
代
表
的
な
夜
行
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性
鳥
類

で
あ
る
フ
ク

ロ
ウ
類
は
含
ま
れ
て
い
な
い
結
果
が

示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
鳥

類
調
査
を
何
故
、
士
幌
側
だ
け
に
限

っ
た
の
か
、
理
解
で

き
な
い
。
ま
た
私
た
ち
の
調
査

の
際
、
士
幌
側
坑

口
の
法

面
そ
の
も
の
に
フ
ク
ロ
ウ
類
を
観
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。

③
カ
ラ
フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
調
査

で
は
、
東

ヌ
プ
カ
ウ
シ

山
と
岩
石
山
に
二
つ
の
対
照
区
を
設
け
て
、
合
計
三
箇
所

に
お
け
る
生
息
の
確
認
し
た
結
果
、
平
成
八
年
七
月

一
二

日
に
は
調
査
地
と
東

ヌ
プ
カ
ウ
シ

(対
照
区

一
)
に
そ
れ

ぞ
れ

一
頭
ず

つ
確
認
さ
れ
た
が
、
同
年
七
月

一
八
日
に
は

い
ず
れ
に
も
確
認
さ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

こ

れ
に
つ
い
て
は
、
鹿
追
側
坑
口
付
近
に
カ
ラ

フ
ト
ル
リ
シ

ジ
ミ
が
生
息
し
て
い
る
事
実
が
強
調
さ
れ
て
い
な
い
。

(
四
)
「
平
成
八
年
度
士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

(環
境
調
査
そ
の
三
)
報
告
書
」
(平
成
八
年

一
〇
月
)

こ
の
報
告
書
は
、
ト
ン
ネ
ル
坑
口
周
辺
の
環
境
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
し
、
環
境
保
全
対
策
の
検
討
資
料
を
得
る
た
あ

の
①
枯
死
木
確
認
調
査
お
よ
び
②
蘇
苔
類
調
査
と
、
③
小

動
物
侵
入
防
止
用
の
開
放
型
側
溝
の
事
例
調
査
を
目
的
と

し
て
い
る
。
順
序
を
前
後
さ
せ
る
が
、
②
で
は
、
鹿
追
側

ト
ン
ネ
ル
坑
口
周
辺

(標
高
八
四
〇
メ
ー
ト
ル
)

に
発
達

し
て
い
る
蘇
苔
類
を
対
象
と
し
て

一
メ
ー
ト

ル
四
方

の
固

定
調
査
区
を
設
け
て
い
る
。
③
で
は
周
辺
環
境
の
保
全
対

策
の

一
環
と
し
て
、
転
落
し
た
小
動
物

の
脱
出
用
斜
路
付

き
側
溝
が
考
案
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
採
用
す
る
に

当
た

っ
て
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

①
枯
死
木
確
認
調
査

で
は
、
鹿
追
側
坑
口
付
近

(半
径

五
〇
メ
ー
ト
ル
)
を

一
〇
メ
ー
ト
ル
四
方
の
方
形
区
に
細

分
し
て
、
枯
死
木
の
座
標
を
確
定
し
た
結
果
、
胸
高
直
径

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
枯
死
木
と
し
て
二
六
六
本
を

確
認
し
、
位
置
を
確
定
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
種
や

枯
死
部
分
な
ど
も
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。

こ
の
調
査
は
、
工
事
を
前
提
と
し
た
全
く
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
で
あ
り
、
道
路
建
設
に
よ
る
影
響
の
有
無
を
調

査
し
て
い
な
い
。
枯
死
木
調
査
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
言

っ

て
も
何
の
た
め
の
調
査
か
不
明
で
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削

後
に
新
た
に
枯
死
木
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
言

い
訳
の
た

め
に
今
か
ら
調
査
し
て
い
る
と
し
か
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

②
癬
苔
類
調
査

で
は
、
道
路
中
心
線
の
西
側
に
お
い
て

鹿
追
側
ト
ン
ネ
ル
坑
口
に
近

い
と
こ
ろ
に

一
箇
所
、
ト
ン

ネ
ル
の
掘
削
に
影
響
が
生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
所
に

二
箇
所
、
合
計
三
箇
所
に
方
形
区
を
設
定
し
、
種
組
成
、

優
占
度
、

コ
ケ
の
高
さ
を
測
定
し
、
生
育
環
境
と
し
て
地

温
、
湿
度
、
腐
植

土
の
厚
さ
、
生
育
地
の
基
質
を
測
定

し
て
い
る
。
そ
の
資
料
を
見
る
と
、
三
箇
所
と
も
風
穴
の

影
響
を
受
け
て
お
り
、
方
形
区

一
は
イ
ワ
ダ
レ
ゴ
ケ
と
ホ

ソ
バ
ミ
ズ
ゴ
ケ
、
方
形
区
二
は
セ
イ
タ
カ
ス
ギ
ゴ
ケ
と
ホ

ソ
バ
ミ
ズ
ゴ
ケ
、
方
形
区
三
は
ミ
ズ
ゴ
ケ
の

一
種
と
イ

ワ

ダ

レ
ゴ
ケ
が
優
勢
で
あ
る
。
こ
の
調
査
報
告
も
、
ト
ン
ネ

ル
掘
削
の
際
の
影
響
で
は
な
く
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
方
形
区
二
と
同
三
は
中
心
線
か
ら
離
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
ト
ン
ネ
ル
の
影
響
が
な
い
と
予
断
し
て

い
る
こ
と
が
問
題

で
あ
る
。

③
小
動
物
侵
入
防
止
用
の
開
放
型
側
溝
の
事
例
調
査

で

は
、
関
係
資
料
の
収
集
整
理
、
既
設
の
斜
路
付
き
側
溝
の

現
地
確
認
お
よ
び
専
門
家
か
ら
の
意
見
の
聞
き
取
り
を
行

な
い
、
全
国
の
資
料
を
見
て
構
造
例
ご
と
の
効
果
な
ど
、

道
道
静
内
中
札
内
線
に
お
け
る
確
認
状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
ま

と
め
、
専
門
家
の
意
見
を
ま
と
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
工
事
方
法
そ
の
も
の
の
検
討
で

あ
り
、
影
響
評
価
で
は
な
い
と
考
え
る
。

(五
)
残
る
三
篇
の
現
状
調
査
報
告
書

「平
成
八
年
度
士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

(
環
境

調
査
そ
の
四
)
報
告
書

(平
成
九
年
三
月
)
」

は
、
士
幌

側
ト
ン
ネ
ル
坑

口
付
近
の
鳥
類
相
の
把
握
を
目
的
と
し
て

冬
季

の
調
査
分
を
報
告
し
て
い
る
が
、
す
で
に

(
一
)
で

述
べ
た
結
論
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

「平
成
八
年
度
士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

(環
境

調
査
そ
の
五
)
報
告
書

(平
成
九
年
三
月
)
」

は
、
士
幌

然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

の

一
環
と
し
て
、
旧
道
崩
落
法

面
周
辺
に
お
け
る
環
境
状
況
の
現
状
を
把
握
を
目
的
と
し

て
、
調
査
範
囲
周
辺
の
動
物
の
生
息
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
平
成
九
年

一
～
三
月
に
痕
跡

(足
跡
、
食
痕
な
ど
)

及
び
鳴
き
声
の
確
認
し
た
結
果
、
現
地
調
査
票
に
よ

っ
て

ネ
ズ
ミ
類
、
ク
ロ
テ
ン
、

エ
ゾ
シ
カ
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
、

エ

ゾ

ユ
キ
ウ
サ
ギ
、
キ
タ
キ

ッ
ネ
の
足
跡
を
確
認
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
は
坑
口
に
あ
た
る
法
面
の
外
で
の

み
確
認
し
て
い
る
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
小
野
山
教
授
と
小
島
氏
の

調
査

に
よ

っ
て
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
痕
跡
が
明
ら
か
に
な

っ
て

い
る
。
ま
た
、
帯
広
土
木
現
業
所
は
、
こ
の
法
面
が
道
道

士
幌
然
別
湖
線
の
計
画
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
説
明
し
て

き
た
経
緯
が
あ
る
が
、

こ
の
報
告
書
に
つ
い
て
帯
広
土
木

現
業
所
自
身
が

「士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査
報
告
書
」

と
銘
打

っ
て
い
る
。

「平
成
八
年
度
士
幌
然
別
湖
線
道
路
事
業
調
査

(地
質

調
査
そ
の
二
)
委
託
報
告
書

(平
成
八
年
九
月
)
」

は
、

平
成
七
年
度
に
実
施
し
た
水
平
ボ
ー
リ
ン
グ

コ
ア
に
つ
い

て
化
学
分
析
に
よ
り
重
金
属
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
ト

ン
ネ
ル
計
画

(掘
削
ズ
リ
対
策
)
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
ク
ロ
ム
、
砒
素
、
水
銀

な
ど
を
対
象
と
し
た
が
、
種
々
の
環
境
基
準
に
関
連
し
て

試
験
を
し
た
結
果
、
通
常
地
質
及
び
土
壌
の
含
有
量
範
囲
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の
値
で
あ
る
た
め
、
問
題
と
な
る
重
金
属
は
認
め
ら
れ
な

い
と
の
結
論
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
も
ま
た
、
ト

ン
ネ

ル
を
前
提
と
し
た
掘
削
後
の
影
響
調
査
を
考
慮
し
て

い
る
。

五

影
響
評
価
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
違
い

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
は
、
計
画
時
点

で
分
か
ら
な
い
自
然

へ
の
影
響

に
つ
い
て
工
事
中
の
環
境
変
化
を
見
守
る
手
法

で
あ
り
、
普
通
は
、
自
然

の
貴
重
さ
に
関
わ
ら
ず
、
私
た

ち
の
生
活
や
自
然
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
よ
う

に
種
々
の

工
事
後

の
環
境
変
化
を
見
守
る
手
法
と
な
る
。
そ
し
て
、

特
に
貴
重
な
自
然
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
工
事
中

の
環
境

変
化
を
継
続
調
査
す
る
か
ら
工
事
着
工
を
認
め
な
さ
い
と

い
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
は
、
全
く
説
得
力
を
持
た
な
い
。

モ

ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
種
々
の
工
事
計
画
に
関
す

る
最
後
の

妥
協
点
で
あ
り
、
最
初
か
ら
工
事
着
工
の
免
罪
符
に
は
な

り
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
北
海
道
帯
広
土
木
現
業
所
に
よ
る

調
査
報
告
書
で
は
、
約
半
分
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
あ

た
る
。

こ
れ
ら
は
、
前
も

っ
て
影
響
を
調
査
予
測
す
る
の

で
は
な
く
、
工
事
中
の
環
境
変
化
を
継
続
調
査
す
る
か
ら

工
事
着
工
を
認
め
な
さ
い
と
い
う
現
状
調
査
な

の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
現
時
点
で
危
惧
さ
れ
る
地
上

の
生
物
に

対
す
る
工
事
の
影
響
評
価
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
報
告

書

で
は
全
く
調
査
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、

貴
重
な
地
上
の
生
物
に
対
す
る
ト
ン
ネ
ル
掘
削

の
影
響
は
、

す

で
に
生
態
学
会
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
状
で
は

測
り
が
た
い
と
言
う
の
が
妥
当
で
あ
る
。

一
方
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
影
響
評
価

に
関
す
る

二
編
の
報
告
書
で
は
、
生
物
と
環
境

の
関
係

に
基
づ
い
た

生
態
学
的
な
調
査
が
全
く
行
な
わ
れ
て
い
な

い
。

以
上
の
北
海
道
に
よ
る
調
査
は
、
私
た
ち

の
税
金
を
相

当
た
く
さ
ん
使

っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念

な
こ
と
に

「
工
事
が
先

に
あ
り
き
」

の
観
点

の
調
査
か
ら

は
、
ど
ん
な
に
貴
重
な
自
然
に
対
し
て
も

「
影
響
が
少
な

い
、
あ
る
い
は
た
く
さ
ん
調
査
し
た
か
ら
工
事
中
の
影
響

を
最
小
化
で
き
る
」
と
い
う
誤

っ
た
結
論
し
か
出

て
こ
な

い
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
は
、
平
成
九
年
度
も
継

続
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
報
告
書
も
出
さ
れ
て
く
る
も
の
と

予
想
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
調
査
報
告
で
あ
れ
ば
継
続

す
る
ほ
ど

「税
金
の
無
駄
遣
い
」
に
な
る
と
考
え
る
。

六

地
元
の
主
張
と
推
進
側
の
既
成
事
実
づ
く
り

最
近
、
地
元
が
ひ
ろ
げ

て
い
る
推
進
運
動
は
、
従
来
か

ら
の

「
地
元
の
悲
願
」
と
い
う
主
張

に
加
え
て
、
自
然

の

評
価
と
環
境
影
響
評
価
に
つ
い
て
、
日
本
生
態
学
会
の
決

議
と
は
全
く
逆
の
、
北
海
道
や
帯
広
土
木
現
業
所
が
言
う

通
り
の
宣
伝
を
し
て
い
る
。

昨
年
、
地
元
の
士
幌
町
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会
の
内
容

を
伝
聞
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
山
域
の
自
然
全
体
が
極
め
て

貴
重
な
こ
と
に
目
を

つ
ぶ
り
、
あ
る
い
は
恣
意
的
に
非
常

に
低
く
評
価
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
に
つ
い

て
は
、
希
少
で
な
い
、
絶
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張

し
、
し
か
も

エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
が
大
陸
の
母
種
キ
タ
ナ
キ

ウ
サ
ギ
と
は
亜
種
と
し
て
異
な
る
こ
と
、
そ
し
て
道
内
で

も
低
標
高
地
に
隔
離
さ
れ
た
個
体
群

(遺
伝
子
構
成
が
異

な
る
可
能
性
が
高
い
)
で
あ
る
こ
と
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
ト
ン
ネ
ル
だ
か
ら
地
上

の
自
然

へ
の
影
響

は
少
な
い
と
予
断
し
て
い
る
。

別
の
残
念
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
推
進
側
の
現
場
担

当
と
な
る
帯
広
土
木
現
業
所
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
両
坑

口
予

定
地
付
近
に
お
い
て
、
種
々
の
工
事
を
続
け
、
ま
た
は
新

た
な
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

士
幌
側
で
は
継
続
事
業
と
し
て
坑
口
予
定
地
付
近
ま
で

車
道
の
舗
装
を
続
け
て
い
る
が
、
昨
年
、
坑
口
予
定
地
よ

り
上
部
の
砂
利
道
を
大
量
の
土
砂
に
よ
っ
て
整
地
し
て
し

ま

っ
た
。

こ
の
工
事
は
、
今
後

の
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
た
め

の
利
用
空
間
の
準
備
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
実
は
、
こ
こ

に
は
日
本

で
十
勝
地
方

に
限
ら
れ
る
稀
少
植
物
ホ
ザ
キ
シ

オ
ガ

マ
が
生
育
し
て
い
た
が
、
こ
こ
ま
で
工
事
が
進
ま
な

い
と
の
予
測
と
稀
少
植
物
の
生
育
地
公
表
の
デ
メ
リ
ッ
ト

を
考
え
て
公
表
し
な
い
で
お
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
今
回

の
工
事
に
よ
っ
て
消
失
し
て
し
ま

っ
た
。

ま
た
、
ど
こ
の
機
関
が
行
な

っ
た
か
確
認
し
て
い
な
い

が
、
昨
夏
、

ヌ
プ
カ
の
里
か
ら
白
雲
山
登
山
路
と
し
て
使

用
し
て
い
た
車
道

(開
削
部
分
)
を
避
け
る
よ
う
に
、
森

林
内
に
新
た
な
登
山
路
が
刈
り
払
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
こ

と
も
、
今
後

の
車
道
工
事
を
想
定
し
た
布
石
と
感
じ
ら
れ

る
。他
方
、
鹿
追
側
の
坑

口
予
定
地
で
は
、
昨
年
秋
か
ら
今

ま
で
、
ま
さ
に
坑
口
予
定
地
に
当
た
る
旧
道
法
面
を
改
修

し
よ
う
と
す
る
強
い
動
き
が
続
い
て
い
る
。
ナ
キ
ウ
サ
ギ

が
生
息
し
て
い
る
法
面
を
、
ま
た
帰
化
植
物
が
進
入
で
き

ず
高
山
植
物
が
生
育
し
て
い
る
法
面
を
、
緊
急
な
必
要
性

が
感
じ
ら
れ
な
い
工
事
で
あ
り
な
が
ら
人
命
に
関
わ
る
危

険
防
止
の
た
め
と
称
し
て
、
人
為
的
に
改
修
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
こ
の
法
面
を
強
硬
に
工
事
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
に
は
、
貴
重
な
ト
ン
ネ
ル
坑
口
予
定
地
を
人
為
が
及
ん

で
貴
重
で
な
い
と
言
え
る
状
態
ま
で
変
え
よ
う
と
す
る
意

図
が
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

以
上
の
両
坑
口
付
近
に
お
け
る
工
事
継
続
お
よ
び
工
事

予
定
に
は
、
推
進
側
の
全
線

ト
ン
ネ
ル
案
の
た
め
の
既
成

事
実
づ
く
り
を
ね
ら
う
強
行
姿
勢
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
、
最
初
か
ら
貴
重
な
自
然
を
評
価
せ
ず
、
そ
れ
に

対
す
る
影
響
評
価
に
つ
い
て
調
査
継
続
中
で
あ
る
と
い
う

時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
慎
重
な
姿
勢
は
全
く
認
め
ら
な
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い
。
誠

に
残
念
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
状
況

に
あ
る
。

七

「
時
の
ア
セ
ス
」
の
論
議
に
望
む

昨
年

一
月
に
堀
知
事
が
提
唱
し
た

「時
の
ア
セ
ス
」
は
、

現
在
、
「公
共
事
業

の
あ
り
方
」
を
中
心

に
検
討
中

で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

士
幌
高
原
道
路
計
画
に
関
し
て
は
、
現
在
ま
で

「極
あ

て
貴
重
な
生
態
系
の
保
護
」
と

「地
元
の
発
展

(の
悲
願
)」

が
対
立
し
て
き
た
が
、
そ
こ
に

「
公
共
事
業

の
あ
り
方
」

が
加
わ
る
の
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。
道
路
計
画
の
反
対

理
由
と
し
て
、
そ
も
そ
も
目
的

・
必
要
性

・
効
果
の
基
本

論
議
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
士
幌
高
原
道
路
計
画
に

関
し
て
は
、
公
共
事
業
の
あ
り
方

の
観
点
だ
け

で
は
な
く
、

貴
重
な
自
然
に
対
す
る
正
当
な
評
価
と
そ
れ

に
対
す
る
工

事
の
正
し
い
影
響
評
価
が
必
要
と
考
え
る
。
北
海
道
に
よ

る
調
査
と
地
元
の
主
張
は
、
生
態
学
会
が
こ
の
山
域
の
自

然
全
体
を
高
く
評
価
し
、
ト
ン
ネ
ル
の
影
響

に
つ
い
て
大

き
な
危
惧
を
示
し
て
い
る
の
と
全
く
反
し
て
い
る
。
今
ま

で
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
大
き
な
影
響

の
危
惧
に
対
し
て

生
態
学

で
は
な
く
工
学
的

(地
質

・
地
形
学
的
)
に
影
響

の
少
な
さ
を
断
定
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
生
態
学
的
な

事
実
を
媛
小
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
私
た
ち
道
民
に
と

っ

て
も
地
元
の
方
々
に
と

っ
て
も
、
非
常

に
残
念
な

「
誤
魔

化
し
」

で
し
か
な
い
。

こ
の
地
域
の
自
然
は
、
地
元
の
方
々
に
と

っ
て

「我
が

町
の
大
き
な
誇
り
」
と
な
る
大
き
な
価
値
が

あ
り
、
「
地

元
の
発
展
」
は
士
幌
高
原
道
路
と
は
別
の
方
法

で
果
た
す

べ
き
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
二

つ
の
目
的
は
両
立
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
地
元
の
推

進
運
動

で
は

「地
元
の
誇
り
と
な
る
貴
重
な
自
然
」
を
失

な
わ
せ
、
「
効
果
が
あ
る
か
分
か
ら
な

い
地
元
の
発
展
」

が
追
究
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
そ
こ
に
は

「真
の
地

元
の
発
展
」
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
?

道
路
計
画
予
定
地
の
自
然
は
、
地
元
四
町
の
人
々
に
と

っ

て
も
道
民
や
国
民
に
と

っ
て
も

「
大
き
な
誇
り
」
に
な
る
、

極
め
て
貴
重
な
自
然
で
あ
る
。

こ
の
自
然
を
高
く
評
価
す

る
方
が
正
当
で
あ
り
、
大
き
な
影
響
が
危
惧
さ
れ
、
影
響

予
測
が
難
し
い
と
言
う
方
が
正
し
い
考
え
で
あ
る
。
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